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緩やかなインフレで、低い失業率
インフレは人類の共通の敵だと言われています。どの国家もハイパーインフレーションの発生を恐れないことはないため、対外貿易の競争に不利であり、更に人々の生活レベルを引き上げること、と所得の分配の改善に影響を及ぼしました。台湾の経済発展の早期段階では、戦乱と日用品不足のため、インフレが非常に深刻だったのです。2回のエネルギー危機が発生した時期（民国の62年～63年、68年～69年）では、インフレはとても深刻だったが、他の年代のインフレは緩やかなの程度に属しています。例えば、民国四十一年から六十九年に、消費者の物価が平均7.95%、卸値段の平均が7.14％に上がりました。もし、エネルギー危機のこの4年の時期を除けば、消費者の物価が平均5.39%、卸値段の平均が4.3%に上がりました。民国70年から89年の間に、台湾のインフレ率はとても低く、緩やかなインフレと呼ばれ、例えば、消費者の物価の平均が2.87%に上がり、、卸値段の物価の平均が0.01%に下がりました。
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溫性通貨膨脹，低度失業率
通貨膨脹被認為是人類的公敵。沒有一個國家不恐懼惡性通貨膨脹的發生，因為它不利於對外貿易競爭，更影響人民生活的提升及所得分配的改善。臺灣經濟發展的早期階段，由於戰亂，民生物資缺乏，通貨膨脹十分嚴重。在兩次能源危機發生時期（民國六十二年至六十三年、六十八年至六十九年），通貨膨脹相當嚴重，其他年代的通貨膨脹則屬溫性程度。例如四十一年至六十九年，消費者物價平均上漲百分之七點九五，躉售物價平均上漲百分之七點一四。如剔除能源危機時期的四年，則前者平均上漲百分之五點三九，後者平均上漲百分之四點三。從七十年到八十九年期間，臺灣通貨膨脹率很低，可稱為溫性通貨膨脹，例如消費者物價平均上漲百分之二點八七，而躉售物價平均下降為百分之零點零一。
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